
 

第１回 おかざきこども会議 記録 

◆テーマ 

地元岡崎で「働く」を考える!私たちの未来・岡崎の未来 

◆開催概要
か い さ い が い よ う

 

日時:2026 年 9 月 27 日（日）9:30―12:00 

会場:岡崎市図書館交流プラザ りぶら 

◆参加者 

こども委員:11 名 大学生ボランティア:6 名 大人スタッフ:10 名 

◆会議の内容 

[1]仲良くなるワークショップ   ☆進行:かにちゃん 

 

＊ネームトス 

ボールを投げながら自分の名前や相手の名前を言い合うゲーム。最初は  

１つのボールからスタート、だんだん目に見えないボールが増えていって、最後は

４つのボールがみんなの中を行き交いました。行き交っていたはずのボールがな

くなってしまうハプニングも! 

このゲームでたくさんの人の名前を呼んで、覚えることができました。 

 

 

[2] 子ども・若者が意見を言うことの大切さについてのお話  ☆担当:小島紫
ゆかり

 

[3] こども会議についての説明、課題
か だ い

についての説明   ☆担当:岡崎市こども育成課、商工労政課
し ょ う こ う ろ う せ い か

 

    おかざきこども会議の目的や、なぜこの会議をするのかについてのお話を 

聞きました。 

    その後、今の岡崎の状況、どんな会社がどれくらいあって、どれくらいの人 

    が働いているかなど、今まで知らなかった話を聞くことができました。岡崎で 

    働くことを考えている委員もたくさんいることがわかりました。 
 
[4]グループ分けワークショップ    ☆進行:ありちゃん 

    ＊バースデーチェーン 

    言葉を使わずにコミュニケーションをとりながら、誕生日順に並んで一つの円をつくりました。この円を使って、今後の発表に

向けたグループをつくりました。 
  

[5]仕事・働くについて考えるワーク       ☆進行:ありちゃん 
    身近な大人の仕事、職業を、画用紙やペンなどを使い表現するワーク。 

    まずは個人作業で仕事についてのイメージをクリエイティブに作っていきました。 

    作ったものについて、グループ内で発表しあった後、みんなの作ったものをまとめて 

    １つのまちにして、他のグループの人に向けて発表しました。 

    仕事について、楽しく考え、その考えを伝える時間になりました。 
 

◆宿題:①おかざきこども会議の愛称の案を考える 

   ②岡崎で働きたい!と思えるための条件とは? 


